
保険者機能を推進する会「保険者フェスタ」（11 . 20）

「
保
険
者
フ
ェ
ス
タ
」で

活
動
の
成
果
を
共
有

保
険
者
機
能
を
推
進
す
る
会

１
２
１
の
健
保
組
合
等
で
構
成
す

る
保
険
者
機
能
を
推
進
す
る
会（
代

表
理
事
会
長
＝
三
菱
健
保
組
合
理
事

長
・
藤
代
勉
氏
）は
11
月
20
日
午
後
、

「
保
険
者
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
を

開
催
し
た
。
従
来
は
講
演
会
形
式
の

「
保
険
者
機
能
推
進
全
国
大
会
」
を

開
催
し
て
い
た
が
、
同
会
の
研
究
会

が
活
動
の
成
果
を
持
ち
寄
る
研
究
会

親
子
同
居
の
割
合
が

51
％
か
ら
47
％
へ
低
下

社
人
研
・
世
帯
動
態
調
査
結
果

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所（
所
長
＝
林
玲
子
氏
）は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
２
４
年
実
施
の
「
第
９
回

世
帯
動
態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し

た
。
調
査
対
象
世
帯
数
は
３
万
２
２

６
６
世
帯
で
、
有
効
回
収
票（
18
歳

未
満
の
世
帯
主
を
除
く
）は
１
万
８

９
５
０
票
、
有
効
回
収
率
は
58
・
７

％
で
あ
る
。

家
族
類
型
の
分
布
を
み
る
と
、「
単

独
」
が
30
・
３
％
、「
夫
婦
の
み
」

が
25
・
８
％
、「
夫
婦
と
子
」
が

26
・
８
％
、「
男
親
と
子
」
は
１
・

４
％
、「
女
親
と
子
」
は
７
・
６
％
、

「
そ
の
他
」
は
８
・
２
％
と
な
っ
て

い
る
。

18
歳
以
上
の
子
を
持
つ
40
歳
以
上

の
世
帯
員
の
う
ち
、
子
と
同
居
し
て

い
る
割
合
は
46
・
９
％
で
、
前
回
２

０
１
９
年
調
査（
51
・
２
％
）よ
り
低

下
し
た
。
40
歳
以
上
総
数
で
は
男
性

44
・
６
％
、
女
性
48
・
７
％
と
な
り
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
は
男
性
37
・

見
率
等
が
簡
便
に
算
出
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
、
現
在
、
保
険
者
に
試
用
版

を
無
料
で
提
供
し
、
運
用
改
善
を

図
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

全
体
講
評
を
行
っ
た
東
京
大
学
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
の
古
井
祐
司
氏
は
、「
健
保
組
合

自
ら
が
知
識
だ
け
で
な
く
、
実
践
を

共
有
し
、
本
音
ベ
ー
ス
で
意
見
交
換

が
で
き
て
い
る
。
各
研
究
会
の
特
徴

を
活
か
し
、
参
加
者
の
思
い
を
大
事

に
し
て
活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と

の
べ
た
。
な
お
、
参
加
者
数
は
会
場

４
５
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１
５
０
人

で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

講
演
会
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ
し
た

厚
生
労
働
省
保
険
局
の
佐
藤
康
弘
保

険
課
長
は
、「
職
域
に
お
け
る
が
ん

検
診
は
政
府
に
お
い
て
も
ホ
ッ
ト
ト

ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
精
度
管
理

や
自
治
体
検
診
と
の
連
携
を
ど
う
す

る
か
な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
保
険
者

の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
か
も
含
め
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
べ
た
。

講
演
会
で
高
橋
氏
は
、
が
ん
検
診

で
重
要
な
こ
と
は
受
診
率
向
上
だ
け

で
は
な
く
、エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る「
正

し
い
検
診
」
を
、
精
度
管
理
を
行
い

「
正
し
く
実
施
」
す
る
こ
と
と
強
調

し
た
。
ま
た
、
検
診
で
発
見
で
き
る

が
ん
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
の
予
防
策
を
併
せ
て
実
施
す
る
必

要
性
を
指
摘
し
た
。

小
川
氏
は
、
職
域
の
精
密
検
査
受

診
率
は
50
〜
60
％
で
地
域
よ
り
も
20

ポ
イ
ン
ト
程
度
低
く
、
課
題
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
厚
生
労
働
科
学
研

究
の
一
環
で
開
発
し
た
「
が
ん
検
診

精
度
管
理
シ
ス
テ
ム
」を
紹
介
し
た
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
や
検
診
結
果
を
シ

ス
テ
ム
に
投
入
す
る
こ
と
で
精
密
検

査
受
診
・
未
受
診
の
把
握
、
が
ん
発

発
表
と
、
特
別
講
演
会
を
組
み
合
わ

せ
た
方
式
に
変
更
し
た
。
な
お
、
同

日
付
で
藤
代
会
長
が
退
任
し
、
小
川

佳
政
氏（
フ
ァ
イ
ザ
ー
健
保
組
合
常

務
理
事
）が
新
代
表
理
事
会
長
に
就

任
し
た
。

研
究
会
発
表
は
、
①
療
養
費
適
正

化
、
②
レ
セ
プ
ト
・
健
診
デ
ー
タ
分

析
、
③
た
ば
こ
対
策
、
④
女
性
の
健

康
、
⑤
特
定
保
健
指
導
応
用
、
⑥
シ

ニ
ア
の
健
康
、
⑦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、

⑧
扶
養
認
定
基
準
の
各
研
究
会
が
会

議
室
等
に
分
か
れ
て
研
究
成
果
の
展

示
・
発
表
を
行
う
と
と
も
に
、
来
場

者
に
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク
や
Ｖ
Ｒ
生

理
痛
体
験
等
を
行
っ
て
も
ら
う
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

健
診
事
業
の
あ
り
方
研
究
会
の
企

画
に
よ
る
特
別
講
演
会
は
、「
が
ん

検
診
の
『
質
』
を
守
る
し
く
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
が
ん
対
策
研
究
所
研
究
員
の
高

橋
宏
和
氏
が
「
が
ん
検
診
の
利
益
・

不
利
益
と
精
度
管
理
の
基
本
」、
摂

南
大
学
農
学
部
食
品
栄
養
学
科
教
授

の
小
川
俊
夫
氏
が「『
が
ん
検
診
精
度

管
理
シ
ス
テ
ム
』
の
運
用
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
」と
題
し
て
講
演
し
た
。
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